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The paper investigates, from the geopolitical point of view, the spirits of the people who
had lived in the extended Tama area in ancient-to-middle ages, before Edo (Tokyo) had not
become the Japanese cultural, economical nor political center yet. In the result, we found the
following characteristics: (1) they established small clans (Bushidan in Japanese) based on
family members, who tried to unite, not the neighboring ones, but the political rights outside,
(2) they could not become to be bigger clans because of their independent spirit, (3) they made
quick and proper tactical decisions by their cavalry, (4) they recognized as a leader who had
superior strength and nobility like Kanmu-Heishi, and Seiwa-Genji.
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送り込む．北山 (2009)によれば，「724年（神亀元）の征討 (20) にさいしては，『坂東 8国の軍 3
万人』が騎射を教習し，軍陣を試練させられている．それだけではない．『綵帛（あやぎぬ）200



































































































































































































































































































(平凡社 , 2002, pp. 98)．
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族の苦渋の様子が描かれている (西下 , 2001, pp. 8–10)．
(5) 中瀬の渡（深谷市），橘瀬，田口之瀬（共に前橋市）など (斎藤 , 2010, pp. 73)
(6) 記紀による倭建命（やまとたけるのみこと．日本武尊とも書く）の東征では板東各地を転戦し
ているが，南九州の熊曾（くまそ．熊襲とも書く）のような強大な勢力には遭遇しなかったよ













して（云々）」(倉野 , 1999, pp. 123)であり，もう一つは，石橋山の戦いに敗れた源頼朝が上
総広常を頼って渡った例である．







で占められていた (青木 , 1965, pp. 224)．
(12) 日本國現報善悪霊異記中巻第三話「悪逆の子，妻を愛で，母を殺さむとして謀り，現に悪死
を被る縁」(板橋 , 1975, pp. 74–75)に，「多摩郡鴨の里（場所不明）」出身の防人が故郷に残し











• 東北 38年戦争 (774–811): 光仁帝・桓武帝・嵯峨帝と鎮圧に三代をかけた戦闘だったが，
坂上田村麻呂が阿弖流為（あてるい）を破る (801)ことで反乱は収束に向かった．
• 元慶（がんぎょう）の乱 (878): 俘囚・夷俘（朝廷に恭順を示した蝦夷）による出羽国衙
「秋田城」襲撃・占拠事件．小野春風（鎮守府将軍・相模介）による鎮圧（実際は講和）に
よりおさまる．
• 前九年の役 (1051–1062): 源頼義・義家親子による安倍貞任・宗任兄弟の鎮圧．源氏に寝
返った清原武則を傀儡政権に，義家は陸奥に影響力を残そうとしたが，武則が実権を握る
ことになる．
• 後三年の役 (1083–1087): 源義家が清原武則の後継者争いに介入．義家の支援を得た清原
清衡（後に藤原に改姓）が実権を握る（奥州藤原三代の始まり）．











(17) 716 年に坂東およびその周辺諸国に居住していた高麗人 1,799 人を武蔵国に集めて高麗郡が
創られ (北山 , 2009, pp. 18)，758年には「帰化の新羅僧 32人，尼 2人，男 19人，女 21人」
を武蔵国の閑地に移して新羅郡にしたとの記述や 760年にも「新羅の帰化 131人」を移した
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(24) 宇治川合戦 (1184): 宇治川のおける木曽義仲と源義経との合戦．源平合戦（1180–1185，治
承・寿永の乱ともいう）の中の一つ．









(田代 , 2009, pp. 25–26)










• 観応の擾乱 (1350–1351): 尊氏対直義兄弟の対立に関東管領の上杉憲顕（のりあき）が加
わる．
• 武蔵野合戦 (1352): 尊氏対新田義興・義宗兄弟
• 上杉禅秀の乱 (1416–1417): 公方（持氏）対前関東管領（禅秀）．将軍義時の介入で終結．
• 永享の乱 (1438–1439): 将軍（義教）対公方（持氏）．持氏の死により公方断絶．この後，
関東管領が鎌倉府の実権を握る．
• 享徳の乱 (1454–1482): 公方（成氏）対上杉家．持氏の子成氏が公方に復活し，関東管領
上杉憲忠を謀殺したことから発生した争い．消耗戦の末に 1482 年に和睦．滝沢馬琴の
『南総里見八犬伝』はこの時代を舞台にしている．
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